
関⻄育種基本区では、2026年3月現在、スギ苗木の⽣産において、エリートツ
リー（第2世代精英樹）由来の特定⺟樹から⽣産される特定苗木の割合が増加して
います。今回解析したエリートツリー（特定⺟樹）の５年次樹高の育種価は、従
前より⼭⾏苗木の主要な種別である第1世代精英樹（少花粉品種）の育種価と比べ
て、平均値が向上し、標準偏差（ばらつきの指標）が小さくなりました（下図参
照）。ある系統の育種価は、その系統が⽣み出す苗木の能⼒を数値化したもので
あるため、エリートツリー（特定⺟樹） 採種園産種苗は第1世代精英樹採種園産
種苗よりも、初期成長の良い苗木が頻度高く⽣産できることが期待できます。

III 関⻄育種基本区の
エリートツリー等の特徴

1.  成長

特定⺟樹からできた苗木を使うと初期成長が良い苗木
の割合が多くなる

成長：劣 成長：良
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横軸ラベルは第１世代精英樹（少花粉品種）群内における偏差値による５
段階評価の範囲を示す。特定⺟樹から⽣産される苗木の⼤半に、第１世代
精英樹の５段階評価でいえば4以上に該当するような、良好な成長が期待で
きる。

特定母樹
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第1世代精英樹

図．５年次樹高における育種価の分布



エリートツリー（特定⺟樹）
のさし木発根率について、従前
より⽣産集団の主⼒である少花
粉品種の発根率と比較すると、
同程度に良好な発根率であるこ
とが確認できました（左図）。
この結果から、原種配布の効率
はこれまでと同程度と推察され
ます。同時に、仮に将来、四国
地区の森林経営者の志向がさし
木林業にシフトしたとしても、
その増殖性については現在の主
⼒と同程度であることが期待で
きます。
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今回特性表に示したエリートツリー
（特定⺟樹）は、特定⺟樹申請のための
雄花着花性評価を原木における自然着花
調査で⾏ったクローンです。今回の特性
表作成では、採種園における花粉供給源
としての能⼒も確認する必要があるため、
GA処理の有無双⽅で雄花着花性評価を⾏
いました。GA処理下の結果（右図の左
⽅）、採種園における花粉供給源として
十分な雄花着花能⼒を併せ持つことが確
認できました。そのほか、GA処理の有無
を通じて、少花粉品種に準ずる雄花着花
の少なさでした。雄花着花性は親から子
へ強く遺伝するため、特定苗木2)には、
少花粉品種に準ずる花粉飛散低減効果が
期待できます。

図 第1世代精英樹とエリートツリー
の雄花着花評価結果の比較

さし木発根性は従前の精英樹と同等

図 第1世代精英樹とエリートツリーの
さし木発根率の比較

2.  繁殖特性

特定⺟樹の雄花着花性

III 関⻄育種基本区の
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関⻄育種基本区内において、エリー
トツリー（特定⺟樹）は、主に、採種
園構成木として使⽤されます。本特性
表では、採種園等における雄花着花性
評価を⾏った結果を掲載しました。
GA処理を⾏わない場合（右図の右
⽅）、少花粉品種に準じて雄花着花が
少ないことが確認できました。雄花着
花性は親から子へ強く遺伝するため、
特定苗木2)には、少花粉品種に準ずる
花粉飛散低減効果が期待できます。同
時に、GA処理した場合（右図の左
⽅）、採種園における花粉供給源とし
て十分な雄花着花能⼒を併せ持つこと
が確認できました。
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